
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
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一

1

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定

前
文

こ
の
協
定
の
締
約
国
は
、

二
千
十
六
年
二
月
四
日
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
作
成
さ
れ
た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
以
下
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
い

う
。
）
の
前
文
に
規
定
す
る
事
項
を
再
確
認
す
る
こ
と
、

こ
の
協
定
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
利
益
並
び
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
及
び
こ
の
協
定
の
戦
略
上
及
び
経
済
上
の
意
義
を
迅
速

に
実
現
す
る
こ
と
、

開
放
さ
れ
た
市
場
を
維
持
し
、
世
界
貿
易
を
増
大
し
、
並
び
に
あ
ら
ゆ
る
所
得
及
び
経
済
的
背
景
の
人
々
に
新
た
な
経
済
的

機
会
を
創
出
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
、

締
約
国
間
の
一
層
の
地
域
的
な
経
済
統
合
及
び
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
、

地
域
に
お
け
る
貿
易
の
自
由
化
及
び
投
資
の
促
進
の
た
め
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
、

企
業
の
社
会
的
責
任
、
文
化
的
な
同
一
性
及
び
多
様
性
、
環
境
の
保
護
及
び
保
全
、
性
の
平
等
、
先
住
民
の
権
利
、
労
働
者

01_和文【本文】.indd   1 2018/03/03   10:28:11



二

2

の
権
利
、
包
摂
的
な
貿
易
、
持
続
可
能
な
開
発
並
び
に
伝
統
的
な
知
識
を
促
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
並
び
に
公
共
の
利
益
の
た

め
に
締
約
国
が
規
制
を
行
う
権
利
を
有
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
並
び
に

他
の
国
又
は
独
立
の
関
税
地
域
の
こ
の
協
定
へ
の
加
入
を
歓
迎
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
組
込
み

１

締
約
国
は
、
二
千
十
六
年
二
月
四
日
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
作
成
さ
れ
た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

（
第
三
十
・
四
条
（
加
入
）
、
第
三
十
・
五
条
（
効
力
発
生
）
、
第
三
十
・
六
条
（
脱
退
）
及
び
第
三
十
・
八
条
（
正
文
）

を
除
く
。
）
の
規
定
が
、
こ
の
協
定
の
規
定
に
従
い
、
必
要
な
変
更
を
加
え
た
上
で
、
こ
の
協
定
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
協

定
の
一
部
を
成
す
こ
と
を
こ
こ
に
合
意
す
る
（
注
）
。

注

こ
の
協
定
の
規
定
は
、
こ
の
協
定
の
非
締
約
国
に
対
し
て
い
か
な
る
権
利
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

２

こ
の
協
定
の
適
用
上
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
署
名
の
日
に
つ
い
て
は
、
こ
の
協
定
の
署
名
の
日
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

３

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
効
力
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
協
定
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
が
抵
触
す
る
と
き
は
、
そ
の
抵
触
の
限
り
に
お
い

て
、
こ
の
協
定
が
優
先
す
る
。

3

第
二
条

特
定
の
規
定
の
適
用
の
停
止

締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
、
こ
の
協
定
の
附
属
書
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
を
停
止
す
る
。
締
約
国
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
の
う
ち
一
又
は
二
以
上
の
規
定
の
適
用
の
停
止
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
に
締
約
国
が
合
意
す
る
時
ま
で
、
当
該
規
定

の
適
用
を
停
止
す
る
（
注
）
。

注

適
用
の
停
止
を
終
了
さ
せ
る
た
め
の
締
約
国
に
よ
る
い
か
な
る
合
意
も
、
一
の
締
約
国
の
関
係
す
る
国
内
法
上
の
手
続
の
完
了
後
に
の
み
、
当
該
締
約

国
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
条

効
力
発
生

１

こ
の
協
定
は
、
こ
の
協
定
の
署
名
国
の
う
ち
少
な
く
と
も
六
又
は
少
な
く
と
も
半
数
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
国
が
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
す
る
国
内
法
上
の
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
書
面
に
よ
り
寄
託
者
に
通
報
し
た
日
の
後
六
十
日
で
効
力
を
生
ず

る
。

２

こ
の
協
定
は
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
協
定
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
て
い
な
い
こ
の
協
定
の
署
名
国
に
つ
い
て

は
、
当
該
署
名
国
が
自
国
の
関
係
す
る
国
内
法
上
の
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
書
面
に
よ
り
寄
託
者
に
通
報
し
た
日
の
後
六
十

日
で
効
力
を
生
ず
る
。
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三

2

の
権
利
、
包
摂
的
な
貿
易
、
持
続
可
能
な
開
発
並
び
に
伝
統
的
な
知
識
を
促
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
並
び
に
公
共
の
利
益
の
た

め
に
締
約
国
が
規
制
を
行
う
権
利
を
有
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
並
び
に

他
の
国
又
は
独
立
の
関
税
地
域
の
こ
の
協
定
へ
の
加
入
を
歓
迎
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
組
込
み

１

締
約
国
は
、
二
千
十
六
年
二
月
四
日
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
作
成
さ
れ
た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

（
第
三
十
・
四
条
（
加
入
）
、
第
三
十
・
五
条
（
効
力
発
生
）
、
第
三
十
・
六
条
（
脱
退
）
及
び
第
三
十
・
八
条
（
正
文
）

を
除
く
。
）
の
規
定
が
、
こ
の
協
定
の
規
定
に
従
い
、
必
要
な
変
更
を
加
え
た
上
で
、
こ
の
協
定
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
協

定
の
一
部
を
成
す
こ
と
を
こ
こ
に
合
意
す
る
（
注
）
。

注

こ
の
協
定
の
規
定
は
、
こ
の
協
定
の
非
締
約
国
に
対
し
て
い
か
な
る
権
利
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

２

こ
の
協
定
の
適
用
上
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
署
名
の
日
に
つ
い
て
は
、
こ
の
協
定
の
署
名
の
日
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

３

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
効
力
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
協
定
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
が
抵
触
す
る
と
き
は
、
そ
の
抵
触
の
限
り
に
お
い

て
、
こ
の
協
定
が
優
先
す
る
。

3

第
二
条

特
定
の
規
定
の
適
用
の
停
止

締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
、
こ
の
協
定
の
附
属
書
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
を
停
止
す
る
。
締
約
国
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
の
う
ち
一
又
は
二
以
上
の
規
定
の
適
用
の
停
止
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
に
締
約
国
が
合
意
す
る
時
ま
で
、
当
該
規
定

の
適
用
を
停
止
す
る
（
注
）
。

注

適
用
の
停
止
を
終
了
さ
せ
る
た
め
の
締
約
国
に
よ
る
い
か
な
る
合
意
も
、
一
の
締
約
国
の
関
係
す
る
国
内
法
上
の
手
続
の
完
了
後
に
の
み
、
当
該
締
約

国
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
条

効
力
発
生

１

こ
の
協
定
は
、
こ
の
協
定
の
署
名
国
の
う
ち
少
な
く
と
も
六
又
は
少
な
く
と
も
半
数
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
国
が
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
す
る
国
内
法
上
の
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
書
面
に
よ
り
寄
託
者
に
通
報
し
た
日
の
後
六
十
日
で
効
力
を
生
ず

る
。

２

こ
の
協
定
は
、
１
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
協
定
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
て
い
な
い
こ
の
協
定
の
署
名
国
に
つ
い
て

は
、
当
該
署
名
国
が
自
国
の
関
係
す
る
国
内
法
上
の
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
書
面
に
よ
り
寄
託
者
に
通
報
し
た
日
の
後
六
十

日
で
効
力
を
生
ず
る
。
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四

4

第
四
条

脱
退

１

締
約
国
は
、
書
面
に
よ
り
寄
託
者
に
対
し
て
脱
退
の
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
協
定
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
脱
退
す
る
締
約
国
は
、
同
時
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
第
二
十
七
・
五
条
（
連
絡
部
局
）
の
規
定
に
従
っ
て
指
定
さ
れ
る
総
合
的
な

連
絡
部
局
を
通
じ
て
、
他
の
締
約
国
に
対
し
て
自
国
の
脱
退
を
通
報
す
る
。

２

脱
退
は
、
締
約
国
が
異
な
る
期
間
に
つ
い
て
合
意
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
１
の
規
定
に
従
っ
て

書
面
に
よ
り
寄
託
者
に
対
し
て
通
告
を
行
っ
た
後
六
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
協
定
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
脱
退

す
る
場
合
に
は
、
残
余
の
締
約
国
に
つ
い
て
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。

第
五
条

加
入

国
又
は
独
立
の
関
税
地
域
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後
、
締
約
国
と
当
該
国
又
は
独
立
の
関
税
地
域
と
の
間
で
合

意
す
る
条
件
に
従
っ
て
こ
の
協
定
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
の
見
直
し

締
約
国
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
第
二
十
七
・
二
条
（
委
員
会
の
任
務
）
の
規
定
を
適
用
す
る
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
効
力
発
生
が
差
し
迫
っ

て
い
る
場
合
又
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
効
力
を
生
ず
る
見
込
み
が
な
い
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
要
請
に
応
じ
、
こ
の
協
定
の

5

改
正
及
び
関
係
す
る
事
項
を
検
討
す
る
た
め
、
こ
の
協
定
の
運
用
を
見
直
す
。

第
七
条

正
文

こ
の
協
定
は
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
を
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
の
間
に
相
違
が
あ
る
場

合
に
は
、
英
語
の
本
文
に
よ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
八
年
三
月
八
日
に
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
り
作
成
し
た
。
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五

4

第
四
条

脱
退

１

締
約
国
は
、
書
面
に
よ
り
寄
託
者
に
対
し
て
脱
退
の
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
協
定
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
脱
退
す
る
締
約
国
は
、
同
時
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
第
二
十
七
・
五
条
（
連
絡
部
局
）
の
規
定
に
従
っ
て
指
定
さ
れ
る
総
合
的
な

連
絡
部
局
を
通
じ
て
、
他
の
締
約
国
に
対
し
て
自
国
の
脱
退
を
通
報
す
る
。

２

脱
退
は
、
締
約
国
が
異
な
る
期
間
に
つ
い
て
合
意
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
１
の
規
定
に
従
っ
て

書
面
に
よ
り
寄
託
者
に
対
し
て
通
告
を
行
っ
た
後
六
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。
こ
の
協
定
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
脱
退

す
る
場
合
に
は
、
残
余
の
締
約
国
に
つ
い
て
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。

第
五
条

加
入

国
又
は
独
立
の
関
税
地
域
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後
、
締
約
国
と
当
該
国
又
は
独
立
の
関
税
地
域
と
の
間
で
合

意
す
る
条
件
に
従
っ
て
こ
の
協
定
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
の
見
直
し

締
約
国
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
第
二
十
七
・
二
条
（
委
員
会
の
任
務
）
の
規
定
を
適
用
す
る
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
効
力
発
生
が
差
し
迫
っ

て
い
る
場
合
又
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
効
力
を
生
ず
る
見
込
み
が
な
い
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
要
請
に
応
じ
、
こ
の
協
定
の

5

改
正
及
び
関
係
す
る
事
項
を
検
討
す
る
た
め
、
こ
の
協
定
の
運
用
を
見
直
す
。

第
七
条

正
文

こ
の
協
定
は
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
を
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
の
間
に
相
違
が
あ
る
場

合
に
は
、
英
語
の
本
文
に
よ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
八
年
三
月
八
日
に
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
り
作
成
し
た
。
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六

6

附
属
書

１

第
五
章
（
税
関
当
局
及
び
貿
易
円
滑
化
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

第
五
・
七
条
（
急
送
貨
物
）
１

第
二
文
の
規
定

(f)

２

第
九
章
（
投
資
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
九
・
一
条
（
定
義
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

(a)

「
投
資
に
関
す
る
合
意
」
の
定
義
（
注
を
含
む
。
）
に
係
る
規
定

(i)

「
投
資
の
許
可
」
の
定
義
（
注
を
含
む
。
）
に
係
る
規
定

(ii)
第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

(b)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１
中
次
に
掲
げ
る
規
定

(i)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１

（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(A)

(a)
(i)
(B)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１

の
規
定

(B)

(a)
(i)
(C)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１

の
規
定

(C)

(b)
(i)
(B)

7

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１

の
規
定

(D)

(b)
(i)
(C)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１
た
だ
し
書
（
「
た
だ
し
、
申
立
人
は
、
請
求
の
対
象
で
あ
る
事
項

(E)
及
び
請
求
に
係
る
損
害
が
、
関
連
す
る
投
資
に
関
す
る
合
意
に
依
拠
し
て
設
立
さ
れ
、
若
し
く
は
取
得
さ
れ
た
又
は

設
立
さ
れ
、
若
し
く
は
取
得
さ
れ
よ
う
と
し
た
対
象
投
資
財
産
に
直
接
関
連
す
る
場
合
に
の
み
、

又
は

(a)
(i)
(C)

(b)
(i)

の
規
定
に
従
い
当
該
投
資
に
関
す
る
合
意
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
の
請
求
を
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
）

(C)の
規
定

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
２
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(ii)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
３

中
「
投
資
の
許
可
又
は
投
資
に
関
す
る
合
意
」
の
規
定

(iii)

(b)

第
九
・
二
十
二
条
（
仲
裁
人
の
選
定
）
５
の
規
定

(c)

第
九
・
二
十
五
条
（
準
拠
法
）
２
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(d)

附
属
書
九

－

Ｌ
（
投
資
に
関
す
る
合
意
）
の
規
定

(e)
３

第
十
章
（
国
境
を
越
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

附
属
書
十－

Ｂ
（
急
送
便
サ
ー
ビ
ス
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定
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七

6

附
属
書

１

第
五
章
（
税
関
当
局
及
び
貿
易
円
滑
化
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

第
五
・
七
条
（
急
送
貨
物
）
１

第
二
文
の
規
定

(f)

２

第
九
章
（
投
資
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
九
・
一
条
（
定
義
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

(a)

「
投
資
に
関
す
る
合
意
」
の
定
義
（
注
を
含
む
。
）
に
係
る
規
定

(i)

「
投
資
の
許
可
」
の
定
義
（
注
を
含
む
。
）
に
係
る
規
定

(ii)
第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

(b)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１
中
次
に
掲
げ
る
規
定

(i)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１

（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(A)

(a)
(i)
(B)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１

の
規
定

(B)

(a)
(i)
(C)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１

の
規
定

(C)

(b)
(i)
(B)

7

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１

の
規
定

(D)

(b)
(i)
(C)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
１
た
だ
し
書
（
「
た
だ
し
、
申
立
人
は
、
請
求
の
対
象
で
あ
る
事
項

(E)
及
び
請
求
に
係
る
損
害
が
、
関
連
す
る
投
資
に
関
す
る
合
意
に
依
拠
し
て
設
立
さ
れ
、
若
し
く
は
取
得
さ
れ
た
又
は

設
立
さ
れ
、
若
し
く
は
取
得
さ
れ
よ
う
と
し
た
対
象
投
資
財
産
に
直
接
関
連
す
る
場
合
に
の
み
、

又
は

(a)
(i)
(C)

(b)
(i)

の
規
定
に
従
い
当
該
投
資
に
関
す
る
合
意
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
の
請
求
を
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
）

(C)の
規
定

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
２
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(ii)

第
九
・
十
九
条
（
請
求
の
仲
裁
へ
の
付
託
）
３

中
「
投
資
の
許
可
又
は
投
資
に
関
す
る
合
意
」
の
規
定

(iii)

(b)

第
九
・
二
十
二
条
（
仲
裁
人
の
選
定
）
５
の
規
定

(c)

第
九
・
二
十
五
条
（
準
拠
法
）
２
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(d)

附
属
書
九

－

Ｌ
（
投
資
に
関
す
る
合
意
）
の
規
定

(e)
３

第
十
章
（
国
境
を
越
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

附
属
書
十－

Ｂ
（
急
送
便
サ
ー
ビ
ス
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定
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八

8

附
属
書
十－

Ｂ
（
急
送
便
サ
ー
ビ
ス
）
５
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(a)

附
属
書
十－

Ｂ
（
急
送
便
サ
ー
ビ
ス
）
６
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(b)
４

第
十
一
章
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
十
一
・
二
条
（
適
用
範
囲
）
２

中
「
第
九
・
六
条
（
待
遇
に
関
す
る
最
低
基
準
）
」
（
注
１
を
含
む
。
）
の
規
定

(a)

(b)

附
属
書
十
一－

Ｅ
の
規
定

(b)
５

第
十
三
章
（
電
気
通
信
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

第
十
三
・
二
十
一
条
（
電
気
通
信
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
）
１

（
見
出
し
（
「
再
検
討
」
）
及
び
当
該
見
出
し
の
注
を

(d)

含
む
。
）
の
規
定

６

第
十
五
章
（
政
府
調
達
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
十
五
・
八
条
（
参
加
の
た
め
の
条
件
）
５
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(a)

第
十
五
・
二
十
四
条
（
追
加
的
な
交
渉
）
２
中
「
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後
三
年
以
内
に
」
の
規
定
（
注
）

(b)

注

締
約
国
は
、
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
第
十
五
・
二
十
四
条
（
追
加
的
な
交
渉
）
２
に
規
定
す
る
交
渉
を
こ
の
協
定
の

効
力
発
生
の
後
五
年
以
後
に
開
始
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
当
該
交
渉
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
要
請
に
応
じ
て
開
始
す
る
。

9

７

第
十
八
章
（
知
的
財
産
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
十
八
・
八
条
（
内
国
民
待
遇
）
１
の
注
２
第
三
文
及
び
第
四
文
の
規
定

(a)

第
十
八
・
三
十
七
条
（
特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
事
項
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

(b)

第
十
八
・
三
十
七
条
（
特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
事
項
）
２
の
規
定

(i)

第
十
八
・
三
十
七
条
（
特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
事
項
）
４
第
二
文
の
規
定

(ii)
第
十
八
・
四
十
六
条
（
特
許
を
与
え
る
当
局
の
不
合
理
な
遅
延
に
つ
い
て
の
特
許
期
間
の
調
整
）
（
注
を
含
む
。
）
の

(c)
規
定第

十
八
・
四
十
八
条
（
不
合
理
な
短
縮
に
つ
い
て
の
特
許
期
間
の
調
整
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(d)

第
十
八
・
五
十
条
（
開
示
さ
れ
て
い
な
い
試
験
デ
ー
タ
そ
の
他
の
デ
ー
タ
の
保
護
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(e)

第
十
八
・
五
十
一
条
（
生
物
製
剤
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(f)

第
十
八
・
六
十
三
条
（
著
作
権
及
び
関
連
す
る
権
利
の
保
護
期
間
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(g)

第
十
八
・
六
十
八
条
（
技
術
的
保
護
手
段
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(h)

第
十
八
・
六
十
九
条
（
権
利
管
理
情
報
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(i)
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九

8

附
属
書
十－

Ｂ
（
急
送
便
サ
ー
ビ
ス
）
５
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(a)

附
属
書
十－

Ｂ
（
急
送
便
サ
ー
ビ
ス
）
６
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(b)
４

第
十
一
章
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
十
一
・
二
条
（
適
用
範
囲
）
２

中
「
第
九
・
六
条
（
待
遇
に
関
す
る
最
低
基
準
）
」
（
注
１
を
含
む
。
）
の
規
定

(a)

(b)

附
属
書
十
一－

Ｅ
の
規
定

(b)
５

第
十
三
章
（
電
気
通
信
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

第
十
三
・
二
十
一
条
（
電
気
通
信
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
）
１

（
見
出
し
（
「
再
検
討
」
）
及
び
当
該
見
出
し
の
注
を

(d)

含
む
。
）
の
規
定

６

第
十
五
章
（
政
府
調
達
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
十
五
・
八
条
（
参
加
の
た
め
の
条
件
）
５
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(a)

第
十
五
・
二
十
四
条
（
追
加
的
な
交
渉
）
２
中
「
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後
三
年
以
内
に
」
の
規
定
（
注
）

(b)

注

締
約
国
は
、
締
約
国
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
第
十
五
・
二
十
四
条
（
追
加
的
な
交
渉
）
２
に
規
定
す
る
交
渉
を
こ
の
協
定
の

効
力
発
生
の
後
五
年
以
後
に
開
始
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
当
該
交
渉
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
要
請
に
応
じ
て
開
始
す
る
。

9

７

第
十
八
章
（
知
的
財
産
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
十
八
・
八
条
（
内
国
民
待
遇
）
１
の
注
２
第
三
文
及
び
第
四
文
の
規
定

(a)

第
十
八
・
三
十
七
条
（
特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
事
項
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

(b)

第
十
八
・
三
十
七
条
（
特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
事
項
）
２
の
規
定

(i)

第
十
八
・
三
十
七
条
（
特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
事
項
）
４
第
二
文
の
規
定

(ii)
第
十
八
・
四
十
六
条
（
特
許
を
与
え
る
当
局
の
不
合
理
な
遅
延
に
つ
い
て
の
特
許
期
間
の
調
整
）
（
注
を
含
む
。
）
の

(c)
規
定第

十
八
・
四
十
八
条
（
不
合
理
な
短
縮
に
つ
い
て
の
特
許
期
間
の
調
整
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(d)

第
十
八
・
五
十
条
（
開
示
さ
れ
て
い
な
い
試
験
デ
ー
タ
そ
の
他
の
デ
ー
タ
の
保
護
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(e)

第
十
八
・
五
十
一
条
（
生
物
製
剤
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(f)

第
十
八
・
六
十
三
条
（
著
作
権
及
び
関
連
す
る
権
利
の
保
護
期
間
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(g)

第
十
八
・
六
十
八
条
（
技
術
的
保
護
手
段
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(h)

第
十
八
・
六
十
九
条
（
権
利
管
理
情
報
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(i)
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一
〇

10

第
十
八
・
七
十
九
条
（
衛
星
放
送
用
及
び
ケ
ー
ブ
ル
放
送
用
の
暗
号
化
さ
れ
た
番
組
伝
送
信
号
の
保
護
）
（
注
を
含

(j)
む
。
）
の
規
定

第
十
八
・
八
十
二
条
（
法
的
な
救
済
措
置
及
び
免
責
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(k)

附
属
書
十
八

－

Ｅ
（
第
Ｊ
節
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
）
の
附
属
書
）
の
規
定

(l)

附
属
書
十
八

－

Ｆ
（
第
Ｊ
節
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
）
の
附
属
書
）
の
規
定

(m)
８

第
二
十
章
（
環
境
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
二
十
・
十
七
条
（
保
存
及
び
貿
易
）
５
中
「
又
は
他
の
関
係
法
令
」
（
注
２
を
含
む
。
）
の
規
定

９

第
二
十
六
章
（
透
明
性
及
び
腐
敗
行
為
の
防
止
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

附
属
書
二
十
六－

Ａ
（
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
に
関
す
る
透
明
性
及
び
手
続
の
公
正
な
実
施
）
第
三
条
（
手
続
の
公
正
な

実
施
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

附
属
書
Ⅱ
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

10

ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
の
表
の
留
保
事
項
九
の
概
要
３
中
「
こ
の
協
定
の
署
名
の
後
」
の
規
定
（
注
）

注

締
約
国
は
、
こ
の
規
定
の
適
用
の
停
止
の
結
果
、
「
こ
の
協
定
の
署
名
の
後
」
と
は
、
こ
の
協
定
が
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
に
つ
い
て
効
力

11

を
生
じ
た
後
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
締
約
国
は
、
当
該
留
保
事
項
の
概
要
３
中
「
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
適
合
し

な
い
措
置
」
と
は
、
こ
の
協
定
が
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
の
後
に
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
適
合
し
な
い
措
置
を

意
味
す
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

附
属
書

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

11

IV

マ
レ
ー
シ
ア
の
表
の
留
保
事
項
二
の
適
合
し
な
い
活
動
の
範
囲
（
以
下
こ
の

の
規
定
に
お
い
て
「
範
囲
」
と
い
う
。
）

11

中
「
こ
の
協
定
の
署
名
の
後
」
の
規
定
（
注
）

注

締
約
国
は
、
こ
の
規
定
の
適
用
の
停
止
の
結
果
、
「
こ
の
協
定
の
署
名
の
後
」
と
は
、
こ
の
協
定
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
を
い

う
も
の
と
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
締
約
国
は
、
範
囲
中
の
各
規
定
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
協
定
が
マ
レ
ー

シ
ア
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
起
算
す
る
次
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

「
一
年
目
」
と
は
、
最
初
の
一
年
間

(a)

「
二
年
目
及
び
三
年
目
」
と
は
、
二
番
目
及
び
三
番
目
の
一
年
間

(b)

「
四
年
目
」
と
は
、
四
番
目
の
一
年
間

(c)

「
五
年
目
」
と
は
、
五
番
目
の
一
年
間

(d)
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一
一

10

第
十
八
・
七
十
九
条
（
衛
星
放
送
用
及
び
ケ
ー
ブ
ル
放
送
用
の
暗
号
化
さ
れ
た
番
組
伝
送
信
号
の
保
護
）
（
注
を
含

(j)
む
。
）
の
規
定

第
十
八
・
八
十
二
条
（
法
的
な
救
済
措
置
及
び
免
責
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

(k)

附
属
書
十
八

－

Ｅ
（
第
Ｊ
節
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
）
の
附
属
書
）
の
規
定

(l)

附
属
書
十
八

－

Ｆ
（
第
Ｊ
節
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
）
の
附
属
書
）
の
規
定

(m)
８

第
二
十
章
（
環
境
）
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

第
二
十
・
十
七
条
（
保
存
及
び
貿
易
）
５
中
「
又
は
他
の
関
係
法
令
」
（
注
２
を
含
む
。
）
の
規
定

９

第
二
十
六
章
（
透
明
性
及
び
腐
敗
行
為
の
防
止
）
中
次
に
掲
げ
る
規
定

附
属
書
二
十
六－

Ａ
（
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
に
関
す
る
透
明
性
及
び
手
続
の
公
正
な
実
施
）
第
三
条
（
手
続
の
公
正
な

実
施
）
（
注
を
含
む
。
）
の
規
定

附
属
書
Ⅱ
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

10

ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
の
表
の
留
保
事
項
九
の
概
要
３
中
「
こ
の
協
定
の
署
名
の
後
」
の
規
定
（
注
）

注

締
約
国
は
、
こ
の
規
定
の
適
用
の
停
止
の
結
果
、
「
こ
の
協
定
の
署
名
の
後
」
と
は
、
こ
の
協
定
が
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
に
つ
い
て
効
力

11

を
生
じ
た
後
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
締
約
国
は
、
当
該
留
保
事
項
の
概
要
３
中
「
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
適
合
し

な
い
措
置
」
と
は
、
こ
の
協
定
が
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
の
後
に
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
適
合
し
な
い
措
置
を

意
味
す
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

附
属
書

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
規
定

11

IV

マ
レ
ー
シ
ア
の
表
の
留
保
事
項
二
の
適
合
し
な
い
活
動
の
範
囲
（
以
下
こ
の

の
規
定
に
お
い
て
「
範
囲
」
と
い
う
。
）

11

中
「
こ
の
協
定
の
署
名
の
後
」
の
規
定
（
注
）

注

締
約
国
は
、
こ
の
規
定
の
適
用
の
停
止
の
結
果
、
「
こ
の
協
定
の
署
名
の
後
」
と
は
、
こ
の
協
定
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
を
い

う
も
の
と
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
締
約
国
は
、
範
囲
中
の
各
規
定
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
協
定
が
マ
レ
ー

シ
ア
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
起
算
す
る
次
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

「
一
年
目
」
と
は
、
最
初
の
一
年
間

(a)

「
二
年
目
及
び
三
年
目
」
と
は
、
二
番
目
及
び
三
番
目
の
一
年
間

(b)

「
四
年
目
」
と
は
、
四
番
目
の
一
年
間

(c)

「
五
年
目
」
と
は
、
五
番
目
の
一
年
間

(d)
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一
二

12

「
六
年
目
」
と
は
、
六
番
目
の
一
年
間

(e)
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